
第５章 口蹄疫発生から１０年を振り返る
１ 口蹄疫からの再生・復興・畜産新生の歩み
（１） これまでの主な取組や情勢

本県で平成２２年４月に口蹄疫が発生し、県内牛・豚飼養頭数の約１／４を占める２９７，
８０８頭が犠牲となり、児湯地域を中心に無家畜地帯が生まれ、県内の畜産業や関連産業は
もとより県内経済や県民生活へも大きな影響（推計 約２,３５０億円）を及ぼしました。

口蹄疫終息後、本県畜産業の復興を目指し、県では平成２２年８月に「口蹄疫からの再
生・復興方針」を策定し、防疫や環境に配慮した全国のモデルとなる畜産の再構築（本県畜
産の新生）に取り組みました。具体的な歩みを進めるために、平成２５年３月には、「宮崎
県畜産新生プラン」、平成２８年８月に後継の「宮崎県畜産新生推進プラン」を策定し、畜
産農家をはじめ関係団体等とも緊密に連携しながら、畜産業の発展を推進してまいりました。
この結果、現在、飼養頭数の回復・維持がなされ、本県畜産業は着実に前進しています。

本県畜産の主な動き

家畜伝染病の発生
や国内外の情勢等

○殺処分頭数 297,808頭
（牛：69,454頭 豚：227,949頭 その他：405頭）

○県内経済への影響：約2,350億円
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① 口蹄疫からの再生・復興方針
○策 定：平成２２年８月１９日 宮崎県口蹄疫復興対策本部
○計画期間：平成２２年８月から平成２５年３月
○概 要：口蹄疫からの再生・復興に向けて、国、市町村、関係団体等が一体となって、

以下の取組等を実施。

② 宮崎県畜産新生プラン
○策 定：平成２５年３月２６日 宮崎県
○計画期間：平成２５年４月から平成２８年３月
○概 要：「畜産新生」の取組を具現化するために、影響を受けた畜産農家が安心して経

営を再開し、県全体の畜産農家が維持・発展することを目的として、以下の取
組等を実施。

再生・復興の目標 主な取組

①早急な県内経済の回復、県民
生活の回復

みやざきブランドと本県イメージの回復
中小企業支援、雇用対策
西都・児湯地域等の振興

②全国モデルとなる畜産の再構
築（本県畜産の新生）

防疫体制の強化・見直し
畜産経営再開支援

③産業構造・産地構造の転換 人・農地等の農業資源の有効活用と所得向上
６次産業化等の促進

取組課題 主な取組 主な目標と実績

①生産性の向上 モデル農家指導の継続実施や研修会
の実施

◎肉用繁殖雌牛の分娩間隔
目標：393日
実績：399日（モデル農家）

（H26年度）

②生産コストの低減 飼料作物の多収技術の実証、栽培方
法の啓発

◎粗飼料自給率
目標：100%
実績：96%（H27年度）

③販売力の強化 海外（米国、東南アジア、ＥＵ等）
プロモーション

◎牛肉輸出
目標：100t/年
実績：208t/年（H27年度）

④畜産関連産業の集積 フードビジネスの推進や食品関連企
業の立地

◎畜産物製造業出荷額
目標：2,100億円
実績：2,387億円（H27年度）
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（２） 各プランの取組



③ 人・牛プラン
○策 定：平成２６年７月から９月 県内９地域
○計画期間：（第１期）平成２６年７－９月から令和３年３月
○概 要：県、市町村や畜産関係団体が連携し、地域の実状に応じた肉用牛生産基盤強化

のための振興方針を策定・実行する本県独自の取組であり、国が現在、実施し
ている畜産クラスター事業で各地域協議会が策定する「畜産クラスター計画」
のモデルとなった。

④ 宮崎県畜産新生推進プラン
○策 定：平成２８年８月２３日 宮崎県
○計画期間：平成２８年８月から令和３年３月
○概 要：全国のモデルとなる安全・安心で付加価値や収益性の高い畜産の構築を目指し、

防疫体制の強化を基本としつつ、３つの視点で畜産の新生を推進。
なお、第七次宮崎県農業・農村振興長期計画（後期計画）における畜産部門の
アクションプランとして位置づけるとともに、 「畜産新生プラン」の後継プラ
ンとして、高齢化や担い手不足、生産基盤強化等の課題に対応する。

プランの概要

①地域農業における肉用牛の振興方針

②地域担い手としての肉用牛経営体の育成方針

③地域経済の基盤としての肉用牛の位置づけ

④主体となる肉用牛経営体の明確化

取組課題 取組内容 主な目標と実績

①「生産力」の向上
生産基盤の強化
生産コストの低減
生産性の向上

◎肉用繁殖雌牛頭数
目標：80,000頭
実績：82,900頭（R2.2.1）

◎飼料作付面積
目標：35,000ha
実績：33,100ha（R2年度）

◎肉用繁殖雌牛の分娩間隔
目標：380日
実績：412日（R2年度）

②「人財力」の強化 地域畜産を牽引する人材の育成
高度な技術を有する指導者確保

◎畜産クラスターの取組による担い
手の確保・育成

目標：258戸
実績：243戸（R2年度）

③「販売力」の強化 ブランド力強化による取引拡大
畜産関連産業の機能強化

◎牛肉輸出量
目標：400t
実績：686t（R2年度）

目標（R2年度）
繁殖雌牛80,000頭

実績（R2年度）
繁殖雌牛82,900頭
【※達成率 104%】
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この１０年、口蹄疫からの再生・復興、さらには畜産の新生に向け、各ステージに応じた
プランを策定し、畜産農家及び関係者一体となって、計画的かつスピード感をもって取組を
進めてきました。 以下に「畜産新生推進プラン（平成２８年度策定）」の取組を紹介します。

◎ 防疫体制の強化
「水際防疫」、「地域防疫」、「農場防疫」に加え、「万が一の発生に備えた迅速な防

疫措置」の強化を継続して推進。

◎ 生産力の向上
畜産クラスター事業等を活用した畜舎等の整備やスマート技術の導入等により、経営規模の

拡大や効率的な生産体制を構築し、生産基盤の強化を推進。

＜最新鋭養豚施設＞ ＜最新鋭養鶏施設＞

＜搾乳ロボット＞＜地域肉用牛拠点施設＞

＜空港での消毒マット＞ ＜地域での防疫実演＞

＜農場巡回指導＞ ＜県の防疫演習＞
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◎ 人財力の強化
畜産経営体の技術・経営能力の向上を図るため、畜種毎の高度な専門技術と経営指導力を

有する畜産マスター（県及び団体職員等）を育成。

＜フィールド研修＞ ＜座学研修＞

◎ 販売力の強化
「宮崎牛」をはじめ、県産ブランド畜産物等の国内外でのプロモーションを積極的に展開

し、販路拡大を推進。

＜宮崎産牛乳＞＜宮崎牛＞ ＜宮崎ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾟｰｸ＞ ＜みやざき地頭鶏＞

〈ｱｶﾃﾞﾐｰ賞ｱﾌﾀｰﾊﾟｰﾃｨｰ採用〉〈最新鋭の食肉処理施設〉

（２） 各プランの取組



896 955 917 952 970 968 988 993 897 867 851 

1,726 1,595 1,539 1,662 1,850 1,983 2,094 2,206 2,260 2,208 
畜産
2,209 

227 188 224 
235 

204 173 157 172 180 178 172 
224 222 194 

187 
189 202 185 191 187 176 164 3,073 2,960 2,874 

3,036 
3,213 3,326 3,424 

3,562 3,524 3,429 3,396 

5 
7 7 

6 
5 

5 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

その他 米
畜産 野菜,果実,花き
全国順位

（億円）

出典：「農業産出額及び生産農業所得（農林水産統計）」

（年）

（２） 農業産出額（畜産部門）の推移
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２ 主要データ

（１） 農業産出額（全体）の推移



（３） 各畜種ごとの農家戸数の推移
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※H22・27・R2年は調査休止のためデータなし
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（４） 各畜種ごとの飼養頭羽数の推移
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※平成22・27年は調査休止のためデータなし 出典：「畜産統計（農林水産統計）」

（年）

この10年(R3/H23)で
4%増加
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※平成22・27年は調査休止のためデータなし 出典：「畜産統計（農林水産統計）」

この10年(R3/H23)で
15%増加
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※平成22・23・24・27年は調査休止のためデータなし 出典：「畜産統計（農林水産統計）」

この12年(R3/H21)で
52%増加
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●県内と畜頭数
この10年(R1/H21)で
16%減少

（千頭）

[84.6] [66.3] [69.1]

（５） 出荷状況の推移

出典：「畜産物流通統計（農林水産統計）」

●全体出荷頭数
この10年(R2/H22)で3%増加

●県内保留率
この10年(R2/H22)で8%増加
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肉用子牛の出荷状況
県内出荷 県外出荷

出典：「宮崎県畜産協会調べ」

（年）
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出典：「県畜産振興課調べ」
（年）

●県内処理量
この10年(R1/H21)で
10%減少

●県内と畜頭数
この10年(R1/H21)で
3%減少
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（６） 肉用子牛価格及び牛肉輸出量
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この10年(H22/R2)で
1,272%増加

出典：「県畜産振興課調べ」
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肉用子牛（黒毛和種）価格の推移
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出典：「宮崎県畜産協会調べ」

●平均価格
この10年(R2/H22)で
61%増加
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農畜水産業の情報をもっと身近に
～ひなたＭＡＦｉＮ（マフィン） はじめました～

令和３年３月から、宮崎県農政水産部の情報発信が進化していることをご存じですか？
これまでも様々な形で県民の皆様に情報を発信してまいりましたが、この度、より一層身近に感じて頂ける

ように農畜水産業の情報に特化したホームページを立ち上げました。その名も「ひなたＭＡＦｉＮ（マフィ
ン）」
農業者、漁業者、県民の皆様の「知りたい！伝えたい！相談したい！」にお応えする、つながる情報ツール

として、これから幅広く運用して参りますので、是非登録の上、御利用ください。

様々なインターネットツール（SNS）との連携もはじめました

ホームページの立ち上げに併せて、
YouTubeチャンネルの開設、Facebook、
twitter、Instagramなど各種SNSとの連携も
スタートしています。お使いの携帯電話から、
上記の二次元バーコードを読み込んで、是非
御登録ください。

問合せ先：農政企画課 農政計画担当0985-26-7426、畜産振興課 畜産新生企画担当0985-26-7140


